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選
択
に
関
す
る
検
討
を
行
っ

た
。
症
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

で
影
響
力
の
高
い
症
状
を
選

ぶ
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
造
を
考
慮
し
た
上
で

介
入
す
る
必
要
性
を
明
ら
か

に
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
国
里

愛
彦
教
授
の
計
算
論
的
臨
床

心
理
学
研
究
室
に
所
属
し
、

計
算
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
学
び
、
本
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
学
部
生
・
高
校
生
プ
レ
ゼ

ン
バ
ト
ル
は
日
本
心
理
学
会

若
手
の
会
主
催
の
企
画
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
高
校
生
、
大
学

生
が
自
身
の
研
究
を
発
表
す

る
。
今
年
度
は
、
９
月
７
日

に
仙
台
市
で
開
か
れ
た
学
会

で
開
催
さ
れ
た
。

　多くのハラスメント行

為は、悪意からではなく、

「相手への想像力の欠如」

から生まれます。

　最も危険なのは、都合の良い解釈です。

「何も言わないから問題ないだろう。嫌なら言うは

ずだ」

　相手が沈黙しているのは、立場上の遠慮、あるい

はその場を収めるための努力かもしれません。相手

に「嫌だ」と言う勇気や機会を与えない状況こそ

が、ハラスメントの温床です。

　もし、あなたのお子さんや大切なパートナー、あ

るいは親友が、職場で、あるいは授業で、無遠慮な

冗談や不当な扱いに傷ついていたら、あなたはどう

感じますか？

　例えば、あなたのお子さんが授業で教員から「こ

んなこともできないのか」と大勢の前で叱責され、

自信を失ってしまったとしたら？ 例えば、あなたの

親友が職場で上司や先輩から無遠慮な冗談を言われ

ていたら？ あなたの無自覚な言動が、誰かの大切な

人を傷つけているかもしれません。

　ハラスメント防止の第一歩は、相手への深い敬意

と想像力を持つことです。そして、忘れないでくだ

さい。あなたもまた、誰かにとっての大切な人です。

　ハラスメント行為は、これまであなたが築き上げ

てきた信用や名誉を一瞬で失わせてしまいます。

　「相手を自分の大切な誰かに置き換えた場合、同

じ行動をするだろうか？」「家族や大切な人の前で

も、今の自分の行動を堂々と見せられるだろうか？」

　想像力を働かせ、ご自身の行動を見つめ直してみ

てください。教職員一人ひとりが高い倫理観と想像

力を持ち、健全で安全なキャンパス環境づくりに取

り組んでいけたらと思います。

　（キャンパス・ハラスメント対策室員 山根 豊子）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

誰かの大切なあなたへ

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

▽
日
時

12
月
２
日
（
火
）

18
時
〜
　
※
終
了
後
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
」
も

（
希
望
者
）
▽
主
催

川
崎

市
・
専
修
大
学
▽
内
容

傾

聴
を
中
心
と
し
た
支
援
を
行

う「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養

成
▽
対
象

本
学
教
職
員
、

学
生
と
そ
の
保
護
者
（
川
崎

市
在
住
以
外
も
可
）
▽
場
所

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も
同
時
開

催
▽
定
員

会
場
36
人
／
オ

ン
ラ
イ
ン
60
人
▽
参
加
費

無
料
▽
申
し

込
み
締
め
切

り

11
月
21

日
（
金
）
17
時

旴
学
生
相
談
室
（
神
田
）

℡
03
・
３
２
６
５
・
６
２
１
６

緑
鳳
学
会

 

第
34
回
大
会

　
本
学
出
身
の
研
究
者
ら
で

構
成
す
る
専
修
大
学
緑
鳳
学

会（
近
江
吉
明
会
長
）の
第
34

回
大
会
が
10
月
18
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
研
究
発
表
で
は
、
石
巻
専

修
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課

程
３
年
次
の
遠
藤
お
り
恵
さ

ん
が
登
壇
。
指
導
教
授
で
あ

る
李
東
勲
教
授
と
と
も
に
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

（
経
営
学
）
に
つ
い
て
発
表

を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、「
今
日
的
時
代

状
況
下
に
お
け
る
在
る
べ
き

大
学
存
続
の
役
割
を
展
望
す

る
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
。
４
月
に
施
行
さ

　
学
生
部
が
主
催
し
た
「
専

修
大
学
マ
イ
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
学
内
投

票
に
よ
る
最
終
結
果
が
発
表

さ
れ
、
最
優
秀
賞
は
牟
田
美

波
さ
ん
（
国
コ
ミ
ュ
２
）
の

「
Ｓ
ｅ
ｎ
ａ
ｂ
ｕ
ｌ
ボ
ト

ル
」
に
決
ま
っ
た
。

　
学
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
削
減
な
ど

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
ボ
ト
ル
（
３
５

０
㍉
㍑
）
に
印
刷
さ
れ
る
デ

ザ
イ
ン
で
、
31
点
の
応
募
が

あ
っ
た
。

　
牟
田
さ
ん
は
、「
専
大
ら

し
さ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ら
し
さ
、

使
い
や
す
さ
の
三
つ
を
意
識

し
た
。
マ
イ
ボ
ト
ル
の
使
用

は
小
さ
な
エ
コ
活
動
だ
が
、

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
意

味
が
あ
る
と
思
う
。
多
く
の

人
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
た
。
最
優
秀
賞
の
作

品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と

し
て
商
品
化
さ
れ
、
本
学
購

買
会
な
ど
で
販
売
し
て
い
る

（
１
２
０
０
円
＋
税
）。

　
10
月
20
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

審
査
委
員
長
の
田
澤
元
章
法

学
部
教
授
か
ら
賞
状
が
、
販

売
す
る
専
大
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

の
岡
嶋
紀
夫
営
業
部
長
か
ら

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　
田
澤
教
授
は
「
学
生
た
ち

は
、
環
境
意
識
の
啓
発
を
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
具
現
化
す
る

と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
に
果

敢
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

牟
田
さ
ん
の
作
品
は
持
ち
歩

い
て
楽
し
い
デ
ザ
イ
ン
」
と

総
評
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
中
山
俊
特
任
教
授
が
日
本

環
境
共
生
学
会
の
２
０
２
５

年
度
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

水
・
食
料
か
ら
み
た
都
市
の

脱
炭
素
化
に
向
け
た
密
度
制

御
手
法
の
検
証
」〈
博
士
論

文
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
／

学
位
名
‥
博
士
（
政
策
・
メ

デ
ィ
ア
）〉
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
。

　
論
文
で
は
、「
地
球
沸
騰
の

時
代
」
に
お
け
る
都
市
の
脱

炭
素
化
と
い
う
喫
緊
の
課
題

に
焦
点
を
あ
て
、
容
積
率
と

炭
素
排
出
量
の
関
係
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
新
し
い
炭

素
会
計
手
法
や
、
ビ
ル
管
理

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
精
緻
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
監
査
手
法
を
独

自
に
開
発
し
た
点
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
を
用
い
て
都
市
の
脱

炭
素
化
に
向
け
た
実
践
的
な

示
唆
を
提
示
し
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
９
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

年
次
学
術
大
会
で
表
彰
さ
れ

た
。

受賞を喜ぶ牟田さん

　
人
間
科
学
部
心
理
学
科
４

年
次
の
加
藤
め
ぐ
み
さ
ん

が
、
日
本
心
理
学
会
第
89
回

大
会
の「
学
部
生
・
高
校
生
プ

レ
ゼ
ン
バ
ト
ル
」
で
ベ
ス
ト

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
優
秀
賞
（
学

部
生
の
部
）
に
選
ば
れ
た
。

　
発
表
テ
ー
マ
は
「
不
眠
症

状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
と

介
入
プ
ロ
セ
ス
の
数
理
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。
不
眠
症

状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
し

て
介
入
を
加
え
た
際
の
継
時

的
変
化
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
介
入
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

加
藤
さ
ん
が

優
秀
賞

　
社
会
科
学
研
究
所
（
樋
口

博
美
所
長
）
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
労
働
と
社
会
を
め

ぐ
る
歴
史
研
究
の
現
在
と
そ

の
継
承
｜
｜

枡
田
大
知
彦
の

仕
事
を
踏
ま
え
て
｜
｜
」
が

10
月
12
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
２
０
２
４

年
に
急
逝
し
た
枡
田
大
知
彦

経
済
学
部
准
教
授
の
業
績
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
社
会

科
学
の
研
究
領
域
の
一
つ

「
労
働
」
を
テ
ー
マ
に
議
論

を
交
わ
し
た
。

　
枡
田
准
教
授
の
研
究
分
野

は
ワ
イ
マ
ー
ル
期
（
１
９
１

９
〜
33
年
）
の
ド
イ
ツ
労
働

組
合
史
。
著
書
の
『
ワ
イ
マ

ー
ル
期
ド
イ
ツ
労
働
組
合
史

　
職
業
別
か
ら
産
業
別
へ
』

（
２
０
０
９
年
、
立
教
大
学

出
版
会
）
で
第
16
回
社
会
政

策
学
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
小

野
塚
知
二
氏
（
東
京
大
学
特

任
教
授
）、
森
良
次
氏
（
広

島
大
学
教
授
）、
栗
原
耕
平

氏
（
経
済
学
部
助
教
）
が
登

壇
。
枡
田
准
教
授
の
著
書
や

論
文
な
ど
を
ひ
も
と
き
な
が

ら
、研
究
の
特
徴
を
探
っ
た
。

　
森
氏
は
「
政
治
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
排
除
し
、
政
治
の

ロ
ジ
ッ
ク
と
は
別
に
、
労
働

者
の
視
点
か
ら
労
働
史
を
研

究
し
た
」
と
枡
田
准
教
授
の

研
究
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス

を
論
じ
た
。
ま
た
、
栗
原
氏

は
自
身
の
研
究
（
イ
ギ
リ
ス

の
労
働
組
合
）と
の
共
通
性
、

異
質
性
な
ど
か
ら
研
究
の
意

義
を
考
察
し
、
残
さ
れ
た
課

題
と
し
て
日
本
の
労
働
組
合

中
山
特
任
教
授
が
奨
励
賞
日
本
環
境
共
生
学
会

枡田准教授の功績しのぶ
社
会
科
学
研
究
所 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

枡
田
准
教
授
の
業
績
か
ら
労
働
に
つ
い
て
議
論

マ
イ
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
に
牟
田

最
優
秀
賞
に
牟
田
さ
ん
さ
ん

（
国
コ
ミ
ュ
２
）

▲最優秀賞

のデザイン

ボトル

訃　
　

報

井
上
裕
氏
（
い
の
う
え
・
ゆ
た

か
）
元
経
営
学
部
教
授

　
７
月
３
日
、
91
歳
で
死
去
。
１

９
８
９
年
か
ら
２
０
０
４
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
金
融
論
。

望
月
教
治
氏（
も
ち
づ
き
・
き
ょ
う

じ

昭
33
商
経
）
野
球
部
元
監
督

　
11
月
２
日
、
89
歳
で
死
去
。
１

９
６
４
〜
66
年
、
84
〜
96
年
、
野

球
部
の
監
督
を
務
め
た
。
65
年
の

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
で
初
優

勝
を
果
た
し
た
。

れ
た
私
立
学
校
法
改
正
に
着

目
。
私
立
大
学
の
現
状
と
将

来
に
つ
い
て
、
異
な
る
分
野

の
研
究
者
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
見
地
か
ら
報
告
し
、
参
加

者
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
馬
塲
杉
夫
学
長
も
出
席

し
、「
緑
鳳
学
会
の
会
員
は
本

学
の
知
の
発
信
の
中
核
を
担

う
存
在
だ
。
知
の
交
流
を
深

め
、
社
会
の
諸
課
題
の
解
決

に
努
め
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

の
検
討
を
挙
げ
た
。

　
恒
木
健
太
郎
経
済
学
部
教

授
を
交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
も
行
わ
れ
、
小
野
塚
氏

が
「
枡
田
准
教
授
は
、
現
代

の
日
本
で
起
き
て
い
る
社
会

分
断
に
つ
い
て
、
い
ち
早
く

察
知
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
功

績
を
し
の
ん
だ
。

最
終
講
義
の
ご
案
内

■ 

佐
藤 

雅
幸 

経
済
学
部
教
授

日
時
：
12
月
18
日（
木
） 

４
時
限
目（
14
：
50
～
16
：
20
）

場
所
：
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

10
号
館 

１
０
３
０
１
教
室

【申し込み】

日
本
心
理
学
会

学
部
生
・
高
校
生

プ
レ
ゼ
ン
バ
ト
ル

　10月11日に開催された第92回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール（Ｎコン）全国コ

ンクール高等学校の部で、専修大学松戸高等学校合唱部が金賞を受賞した。

　Ｎコンは、小学校・中学校・高等学校の児童生徒が参加する国内最大規模の合

唱コンクール。同高合唱部は、昨年、初出場ながら全国コンクール銅賞を受賞。

今年も関東甲信越ブロックコンクールで金賞を受賞し、全国に進んだ。

　11校による全国コンクールでは、課題曲「惑星そぞろ」と自由曲「夢の潟湖

（ラグーナ）」を披露。圧巻のハーモニーで、日本一の栄冠を初めて手にした。

Ｎコンで金賞を受賞した専大松戸高合唱部

専大松戸高専大松戸高
合 唱 部合 唱 部 Ｎコン 初の金賞Ｎコン 初の金賞


